
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 地域福祉に係るニーズ調査の結果 

２ 第４次上田市地域福祉計画の策定経過 

3 第４次上田市地域福祉計画策定(参画)組織 

４ 用語解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料編 

２９ 

 



 

 

 

 

 

 

 

◆個人調査 

１）調査対象：18歳以上の市民から3,000人を無作為抽出 

２）調査方法：郵送により配布し、郵送により回収 

３）調査期間：令和５年１月13～31日 

４）配 布 数：3,000票 

５）回 収 数：1,185票 

６）回 収 率：39.5％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 地域福祉に係るニーズ調査の結果 

 

 

男性

45.7%
女性

53.7%

その他

0.3%
不明

0.4%

回答者性別（単位:%)

 

8.8 

14.0 

12.7 

16.6 

23.3 

15.9 

8.6 

0.1 

0 20 40

１８歳～２９歳

３０歳～３９歳

４０歳～４９歳

５０歳～５９歳

６０歳～６９歳

７０歳～７９歳

８０歳以上

不明

回答者年齢層（単位：%）

 

 

11.3

28.6

45.8

11.3

2.5

0.4

0 20 40 60

単身世帯（１人）

夫婦のみ（１世代世

帯）

親と子（２世代世帯）

祖父母と親と子（３世

代世帯）

その他

不明

世帯構成（単位:%)

 

 

83.5 

2.9 

1.5 

9.7 

1.0 

0.3 

0.8 

0.2 

0 50 100

一戸建て持ち家

一戸建て借家

分譲マンション

賃貸マンション・ア

パート

公営住宅

下宿・寮

その他

不明

住まいの種類（単位:%）

○回答者性別では、「男性」が 45.7％、「女性」

が 53.7％で、「女性」」が「男性」を 8.0ポイ

ント上回るもののほぼ同数。 

○回答者年齢層では、60歳代が最も多く、

50歳代、70歳代と続く。 

 

〇一戸建て持ち家が約 8割以上を占める。 〇親と子の世帯が多く、夫婦のみの世帯と合わ

せて約 8 割を占める。 
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79.2

13.6

5.4

1.8

0.1

0 50 100

上田地域

丸子地域

真田地域

武石地域

不明

居住地域（単位:%)

 

2.7

12.4

8.1

7.8

9.4

59.6

0

0 50 100

１年未満

１～５年

６～１０年

１１～１５年

１６～２０年

２１年以上

不明

居住年数（単位:%)

○居住地域はおおむね上田地域に集中してい

る。 

 

○居住年数は21年以上が全体の6割を占め

る。 

 

 

 

加入している

90.7%

加入していない

6.0%

わからない

3.2%

不明

0.1%

自治会への加入割合

〇加入している世帯が 9割を占める。 
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問１ あなたは日ごろ、ご近所の方とどのようなつきあい方をしていますか。 

（最もあてはまるもの１つに○） 

 

46.0 

55.3 

37.9 

56.7 

39.6 

45.0 

45.7 

53.7 

44.7 

62.1 

43.3 

60.4 

54.7 

53.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

困っているときに助け合う

困っているときに相談する

普段から何かと声をかける

たまに立ち話をする

会えばあいさつをかわす

つきあいがほとんどない

男性 女性 その他

〇男女差はあまり見られないが男性は困った時に助け合う、普段から声がけをするを挙げてい

るが、女性は困った時に相談するや、たまに立ち話をするといったライトな付き合い方をする

傾向にあると思われる。 

前回調査との比較 

 

 

 

 

6.4%

0.0%

2.4%

15.0%

21.7%

46.4%

6.8%

0.3%

0.9%

10.2%

7.9%

33.4%

38.7%

7.7%

1.0%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

困っているとき (病気、悩み、事故など) に相談を

したり、助け合ったりする

一緒にお茶を飲んだり、留守にするときに声をかけあ

う程度

困っているときに相談する

普段から何かと声をかける

たまに立ち話をする程度

会えばあいさつをかわす程度

つきあいがほとんどない

その他 (具体的に； ）

不明
R4調査

H29調査
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問２ あなたは日常生活を送るうえで困ったとき、ご近所でどのようなこと

をしてほしいですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

6.8

1.3

6.3

3.5

19.6

27.9

16.5

2.4

46.8

1.4

0 10 20 30 40 50

ちょっとした買い物やゴミ出し

食事、掃除や洗濯の手伝い

通院の送迎や外出の手助け

子どもの預かり

話し相手や相談相手

安否確認の声がけ

からだの具合がよくない時の連絡

その他（具体的に）

特にない

不明

9

4

5

20

43

68

38

3

148

6

32

7

32

19

124

179

102

14

297

6

39

4

38

3

65

83

55

11

110

5

0 100 200 300 400 500 600

ちょっとした買い物やゴミ出し

食事、掃除や洗濯の手伝い

通院の送迎や外出の手助け

子どもの預かり

話し相手や相談相手

安否確認の声がけ

からだの具合がよくない時の連絡

その他（具体的に）

特にない

不明

年齢別集約（単位；件）

30歳代まで 40~60歳代 70歳代以上

〇「特にない」が46.8％を占める。年代別に集約すると70歳以上高齢者の場合、通院や 

ちょっとした買い物やゴミ出しが困るケースがあるものの全体として近所にしてほしい

と思う事は少ない。 
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問３ あなたのご近所で高齢者や障がい者、子育てなどで困っている世帯が

あった場合の、あなたの考えにあてはまるものはどれですか。 

（最もあてはまるもの１つに○） 

前回調査との比較 

 

27.9%

6.8%

1.3%

6.3%

3.5%

19.6%

16.5%

2.4%

46.8%

1.4%

49.9%

22.8%

9.6%

17.3%

6.2%

27.2%

28.3%

3.0%

21.9%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

安否確認の声がけ

ちょっとした買い物やゴミ出し

食事、掃除や洗濯の手伝い

通院の送迎や外出の手助け

子どもの預かり

話し相手や相談相手

具合がよくない時に、病院や福祉事務所…

その他

特にない

不明
R4調査

H29調査

 

12

13

47

7

11

12

2

19

19

76

12

21

15

3

1

15

28

60

2

15

25

5

18

30

82

9

38

17

1

2

31

45

145

5

41

8

1

30

39

84

2

25

4

3

2

18

15

42

1

18

4

3

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できる限りのお手伝いをする

多少のお手伝いはできる

頼まれれば必要なことはする

家族や親族で解決すればよい

自治会役員や民生委員・児童委員に伝える

福祉サービスを利用すればよい

その他（具体的に）

不明

１８歳～２９歳 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 ８０歳以上 不明
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〇頼まれれば必要なことはするが最も多い。年代別における大きな差はないが、子育て年代に家族

や親類で解決すればよいという意見が多い。 

 
前回調査との比較 

 

12.1%

15.9%

0.0%

45.3%

7.2%

3.2%

14.3%

0.0%

0.9%

1.1%

18.7%

37.2%

15.5%

0.0%

4.4%

7.2%

0.0%

11.7%

3.1%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

もちろんできる限りのお手伝いをしたい

多少のお手伝いはできる

おせっかいと思われたくないのでため…

頼まれれば必要なことはする

福祉サービスを利用すればよく、…

その家庭の問題であるから、…

自治会役員や民生委員・児童委員に伝…

よくわからない

その他

不明

R4調査

H29調査

問４ （あなたの世帯について）自治会の行事や活動に参加していますか。

（最もあてはまるもの１つに○） 

 

8.8

3.8

6.5

13.4

26.3

13.3

14.0

9.1

11

20.9

33.3

6.7

12.7

9.4

15.5

8

13.1

26.7

16.6

12.5

19.4

16.9

12.1

13.3

23.3

31.4

23.9

17.9

9.1

13.3

16.0

22

15.5

14.9

4

13.3

8.6

11.8

8.2

8

2

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

毎回参加している

ときどき参加している

参加していない

行事や活動を知らない

不明

18歳~29歳 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上

〇毎回参加して活動を支えているのは60歳代であることが推察される。子育て世代には行事や

活動を知らない、が6割を占める。 
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前回調査との比較 

 

24.2%

49.1%

0.0%

17.0%

8.4%

1.3%

17.1%

42.9%

23.7%

15.1%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

積極的に参加している

ときどき参加している

あまり参加していない

参加していない

行事や活動を知らない

不明

R4調査

H29調査

問５ あなたは、地域で生じる様々な生活課題に対する住民相互の協力のた

めには、どんなことが必要だと思いますか。 

（最もあてはまるもの１つに○） 

 

17.6 

14.3 

12.6 

4.1 

18.0 

25.0 

4.2 

2.1 

2.0 

0 5 10 15 20 25 30

自治会が中心となって住民相互の

交流を進める

自らが進んで日ごろから住民相互の

つながりを持つよう心がける

日ごろ地域に関わっていない人（仕事をしている人、

退職者など）が、地域の活動に積極的に…

ボランティアやＮＰＯ（民間非営利組織）の

活動を盛んにする

地域の人が気軽に集まれる場所をつくる

行政が地域活動の相談窓口、支援の体制を

充実させる

住民相互の協力は必要だと思わない

その他（具体的に）

不明

〇行政が地域活動の相談窓口、支援の体制を充実させるが25.0%、自治会が中心となっ

て住民相互の交流を進めるが17.6%で約半数を占める。 
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前回調査との比較 

 

17.6%

14.3%

12.6%

4.1%

18.0%

25.0%

4.2%

2.1%

0.0%

2.0%

25.7%

20.0%

4.3%

2.7%

18.7%

18.3%

2.3%

4.7%

3.3%

0% 10% 20% 30%

自治会が中心となって住民相互の交流を進めること

自らが進んで日頃から住民相互のつながりを持つよう心が

ける

仕事を持つ人、退職者が地域の活動に積極的に参加するこ

と

ボランティアやNＰＯ （民間非営利組織） の活動を盛

んにすること

地域の人が気軽に集まれる場所をつくること

行政が地域活動の相談窓口、側面的援助の体制を充実させ

ること

住民相互の協力は必要だと思わない

その他 (具体的に； ）

わからない

不明
R4調査

H29調査

問６ 住民相互の協力のあり方についてどのようにお考えですか。 

（最もあてはまるもの１つに○） 

 

20.3

24.1

7.3

6.9

25.9

10.8

4.7

0 5 10 15 20 25 30

友人・知人との結びつきがあれば十分

個々の生活は個人や家族・親族が責任をもつべき

他人に自分の生活に関わってほしくない

住民相互の協力関係に基づく活動に期待しない

地域社会の課題は、行政が全面的に対応すべき

その他（具体的に）

不明

〇個々の生活は個人や家族・親族が責任を持つが24.1％、地域社会の課題は、行政が全面的に

対応すべきが25.9％となっているが、自由意見の多さをみると関心の高い課題と言える。 
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前回調査との比較 

 

25.9%

0.0%

24.1%

0.0%

7.3%

6.9%

20.3%

10.8%

0.0%

4.7%

10.6%

10.6%

24.2%

13.6%

13.6%

6.1%

6.1%

15.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

地域社会の課題は、行政が全面的に対応すべきである

から

他人とのかかわりを持たなくても生活は可能だから

個々の生活は個人や家族・親族が責任をもつべき

個々の生活は一人ひとりの責任、自覚の問題だから

他人に自分の生活に関わってほしくない

住民相互の協力関係に基づく活動に期待していないか

ら

友人・知人との結びつきがあれば十分である

その他 (具体的に； ）

わからない

不明
R4調査

H29調査

問７ あなたは、あなたの住んでいる地域の民生委員・児童委員やその活動

内容を知っていますか。（最もあてはまるもの１つに○） 

 

23.8

35.2

11.1

28.8

1.1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

民生委員・児童委員も活動内容も知っている

民生委員・児童委員は知っているが、活動内容

は知らない

民生委員・児童委員は知らないが、活動内容は

知っている

民生委員・児童委員も活動内容も知らない

不明

〇民生委員・児童委員は知っているが活動内容は知らないが 35.2％、どちらも知らないが

28.8％であった。 
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13.2 

26.2 

4.7 

54.9 

1.0 

0 10 20 30 40 50 60

福祉推進委員も活動内容も知っている

福祉推進委員は知っているが、活動内容は知らない

福祉推進委員は知らないが、活動内容は知っている

福祉推進委員も活動内容も知らない

不明

問８ あなたは、あなたの住んでいる地域の福祉推進委員やその活動内容を

知っていますか。（最もあてはまるもの１つに○） 

〇福祉推進委員も活動内容も知らない、が半数以上を占める。 

問９ あなたは、福祉の相談を誰（どこ）にしますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

71.7 
21.5 

3.7 
1.5 

9.9 
7.5 

3.0 
0.8 

3.9 
26.8 

5.1 
7.7 

40.4 
14.4 

1.4 
4.1 

1.2 

0 20 40 60 80

家族・親族
近隣の友人
遠方の友人

SNSを通じた友人
民生委員・児童委員

福祉推進委員
保育所
幼稚園

小・中・高校
地区の地域包括支援センター
地区の子育て支援センター

相談支援事業所
市役所

社会福祉協議会
ボランティア、NPO

その他
不明

〇市役所が 40.4％で最も多くその他の公共機関も相談先と認識されている。家族・親戚が

71.7％、と最も多い。友人や SNSを通じた友人など現代の風潮を象徴する回答と推察され

る。 
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問 10 あなたは、上田市の現在の福祉についてどのように感じていますか。

（最もあてはまるもの１つに○） 

 

0.4

7.6

48.2

8.8

3.2

30.5

1.3

0 20 40 60

非常に満足している

満足している

普通

不満である

非常に不満である

わからない

不明

〇普通が 48.2％、分からないが 30.5％と続き、満足度が低い傾向にあると推察される。 

問１1 あなたは地域福祉を推進するため、特に重視していくことが望ましい

福祉分野は次のうちどれだと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

69.1

39.2

46.2

28.4

34.4

5.7

1.4

1.1

0 20 40 60 80

高齢者福祉

障がい（児）者福祉

児童福祉

母子（父子）福祉

低所得者福祉

特にない

その他（具体的に）

不明

〇高齢者福祉を重視していくことが望ましいが 69.1％であった。続いて児童福祉、障が

い者（児）福祉が続く。特にないといった意見は小数であり関心の高さがうかがえる。 
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問１２ あなたは、以下の中で、これから重点的に取り組むことが必要だと

思うものはどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

14.7 

12.8 

54.1 

21.0 

45.8 

65.1 

3.7 

2.4 

0 10 20 30 40 50 60 70

外国籍市民

セクシャルマイノリティ（性的少数者）

子どもの貧困

ドメスティックバイオレンス（DV）

ひきこもり、若者支援

災害時の支援

その他（具体的に）

不明

〇災害時の支援や子供の貧困などの関心が高い。緊急性の高いものに関心があると推察さ

れる。 

問１３ あなたは、地域福祉を推進するため、今後、何が必要だと思いますか 

（あてはまるものすべてに○） 

 

26.9 

51.2 

33.0 

22.8 

19.7 

15.4 

33.8 

49.4 

3.2 

2.6 

0 20 40 60

福祉意識を高めるための広報、啓発の強化

身近な場所での相談窓口の充実

市民が気軽に参画し、利用できる地域ごとの福…

地域における福祉活動の活動費や運営費に対す…

地域福祉活動を推進する地域リーダーなどの人…

ボランティア、ＮＰＯなどの育成支援

学校教育や社会教育での福祉教育の充実

高齢者、障がい者、児童の福祉施設の整備充実

その他（具体的に）

不明

〇身近な場所での相談窓口の充実、高齢者、障がい者、児童の福祉施設の整備充実が求められ

ている。 
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問１４ 福祉を充実させていく上で、上田市（行政）と地域住民の関係につい

て、あなたの考えに最も近いものはどれですか。 

（最もあてはまるもの１つに○） 

 

45.7

16.7

29.5

4.8

1.1

2.1

0 10 20 30 40 50

福祉課題については、行政も住民も協力し合い、

共に取り組む

地域の助け合いができない場合に、行政が支援す

る

行政だけでは取り組むのが難しい福祉課題につい

ては、住民も協力する

福祉の充実を進める責任は行政にあるので、住民

は特に協力することはない

その他（具体的に）

不明

〇行政と住民の協働が求められている。 

 

問１５ あなたは､災害時や救急時におけるひとり暮らしの高齢者、障がい

者などの安否確認、支援を行うための体制は、次のうちどれが良い

と思いますか。（最もあてはまるもの１つに○） 

 

20.8

4.8

26.2

3.2

14.3

27.3

0.9

2.4

0 10 20 30

行政が要支援者台帳を整備し、行政が責任をもって支

援を行う

民生委員・児童委員を中心に支援を行う

自治会を中心とした助け合い活動の中で、要支援者台

帳を整備し支援を行う

社会福祉協議会が中心となり､地域ボランティア活動

の中で支援を行う

近隣住民の見守りのネットワークを構築し支援を行う

行政、民生委員児童委員、自治会、社会福祉協議会の

連携による新たなネットワークを構築し支援を行う

その他（具体的に）

不明
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〇自治会を中心とした助け合い活動、行政、民生委員児童委員、自治会、社会福祉協議会の連携

による新たなネットワークし構築による支援を行う、の割合が高い。 

問１６ 認知症の方や知的・精神障がい者などで、物事を判断する能力が十

分でない方について、本人の権利を守る援助者である後見人等を選

び、支援する制度として成年後見制度があります。成年後見制度を

広く利用してもらい、更に充実させるためには、どのようなことが

必要だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

57.0 

50.2 

28.9 

39.6 

32.5 

28.3 

25.5 

3.1 

8.9 

1.4 

1.9 

0 10 20 30 40 50 60

制度についてわかりやすく広報するなど周知活動に

よる理解の浸透

制度内容や利用について相談できる専門窓口の設置

援助する後見人等の担い手確保や養成

援助する後見人等になった方への支援、バックアッ

プ

医療・法律・福祉など関係団体の連携やネットワー

クづくり

援助する後見人等による金銭の横領など不正防止の

徹底

制度の利用にかかる金銭的支援（経費や報酬に対す

る助成）

関心がないのでわからない

制度を知らない

その他

不明

〇制度そのものは知っているがそれらをより分かりやすく利用充実するための広報や専門

窓口の設置がもとめられる。 
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問１７ 犯罪や非行をした人が円滑に社会に復帰し、再犯を防止するための

取り組みを進めていますが、再犯防止のためにどのようなことが必

要だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

54.7 

43.3 

17.4 

36.6 

23.4 

28.5 

23.0 

4.4 

8.6 

1.5 

1.4 

0 10 20 30 40 50 60

仕事と住居を確保して、安定した生活基盤を築け

る環境をつくること

高齢者や障がい者の場合には、適切な福祉や医療

につなぐこと

地域ぐるみで犯罪や非行をした人の立ち直りを支

援すること

地域における防犯活動など犯罪の起こりにくい環

境をつくること

刑務所、少年院、保護観察所等による指導や支援

をすること

保護司、更生保護施設、少年補導員等の活動を促

進すること

犯罪などにいたった背景についての理解が進むよ

うにすること

関心がないのでわからない

取り組みを知らない

その他

不明

〇仕事と居住を確保して安定した生活ができることが重要、また関連する機関との連携も

求められている。 
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問１８ 上田市の子育て支援についてどう思いますか。 

（最もあてはまるもの１つに○） 

 

79.5

62.5

76.8

76.9

80.9

81.1

82.2

13.2

37.5

7.3

14.4

16

10.8

12.1

5.5

0

12.2

6.4

2.3

5.4

4.4

1.8

0

3.7

2.2

0.8

2.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

非常に満足している

満足している

普通

不満である

非常に不満である

わからない

上田地域 丸子地域 真田地域 武石地域

〇居住地域別世帯構成（別表 2）において上田地区の数字が大半を占めるが丸子地区での

満足度が高い。 

問１９ 子育てに関するサークルなどの活動に参加したことはありますか。

（最もあてはまるもの１つに○） 

 

18.0 

0.5 

4.1 

30.8 

43.5 

3.0 

0 10 20 30 40 50

参加したことがある

現在参加している

現在は参加していないが、今後、機会があ

れば参加したい

サークルがあることを知っているが、参加

したことがない

そのようなサークルがあることを知らない

不明

〇サークルがあること自体知られていない・参加したことがないが、参加したことがある、

現在参加しているを大きく上回っている。 
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問２０ あなたが上田市で行っている子育て支援サービスで知っているものは

どれですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

79.8

78.1

81.9

82.8

80.9

81.4

80

77.9

83

82.1

84.1

79.5

12.9

13.5

10.2

10.8

14

11.8

14.3

14.4

11.6

10.9

11.1

14.1

5.5

6.9

6

4.7

3.9

5.4

4.3

5.6

4.1

6

3.2

4.9

1.7

1.5

1.9

1.7

1.1

1.5

1.4

2.1

1.2

1.1

1.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

子育て支援センター

子育てひろば

家庭児童相談、教育相談、育児相談

子育て講座、子育て講演会

ファミリー・サポート・センター

病児保育センター

子育てサークル

発達相談

子育て支援施設 ゆりかご

結婚～子育て応援サイト・アプリ「うえだ家族」

知っているものはない

上田地域 丸子地域 真田地域 武石地域

〇前述の年齢層別居住地域（別表 3）において子育て世代が多く居住する上田地域の数字が

突出するものの各支援サービスの周知度はほぼ同じで、地区による大きな差は見られない。 

問２１ あなたは、子育て支援にどのようなことが必要だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

68.0 

48.5 

51.6 

33.6 

5.6 

4.4 

0 20 40 60 80

子育ての相談ができる

子育てをしている親同士が交流できる

子どもを預けられる

子育てを手伝うボランティアをお願いできる

その他（具体的に）

不明

〇子育てに対する不安を解消するための相談ができる、子供を預けられるなどが必要な事と

してあげられる。その他の意見も多く関心が高い。 
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問２２ あなたは、上田市社会福祉協議会やその活動内容を知っていますか。 

上田市社会福祉協議会の活動で、あなたが知っているものはどれですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

26.4 

5.5 

8.4 

11.9 

7.2 

7.4 

4.1 

3.0 

17.3 

20.1 

14.8 

7.7 

13.6 

2.7 

12.2 

17.2 

27.2 

6.0 

3.6 

49.7 

35.4 

40.7 

20.3 

35.8 

20.7 

6.9 

19.0 

0.9 

15.3 

2.3 

0 10 20 30 40 50 60

地域ふれあい事業

社協お結びサポーター事業

住民支え合いマップ事業

まいさぽ上田（上田市生活支援就労支援センター…

上小圏域成年後見支援センター事業

日常生活自立支援事業

金銭管理・財産保全サービス事業

希望の旅事業

結婚相談事業

心配ごと相談事業（法律相談を含む）

ボランティア地域活動センター事業

点字・声の広報事業

ファミリー・サポート・センター事業

ご用聞きサービス事業

福祉移送サービス事業

車いす・特殊寝台貸出事業

高齢者センター事業（老人福祉センター事業）

生活福祉資金貸付事業

たすけあい資金貸付事業

赤い羽根共同募金運動への協力

地域包括支援センター事業

デイサービスセンター事業

居宅介護支援事業（介護相談センター）

児童館・児童センター事業

子育てひろば（地域子育て支援拠点事業）

ふくふくひろば（子ども服リユース事業）

フードドライブ事業（もぐもぐサポーターを含む）

その他（具体的に）

社会福祉協議会を知らない

不明

〇様々な事業の中で赤い羽根共同募金運動への協力の周知度が最も高い。 
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問２３ あなたは上田市社会福祉協議会の広報誌「社協うえだ」を読んでいます

か。「社協うえだ」であなたが興味のある記事はどういったものですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

21.4 

29.9 

28.8 

14.0 

1.0 

41.8 

4.1 

0 10 20 30 40 50

社協の事業紹介

地域（自治会）での取り組み事例

講座・イベントの情報

ボランティア関係

その他（具体的に）

読んでいない

不明

〇広報誌を読んでいない、が最も多いが地域での取り組み事例や講座・イベント情報などは

活用されている。 

問２４ 「社協うえだ」についてのあなたのお考えについて、下記から 

お選び下さい。（あてはまるものすべてに○） 

 

17.4

18.1

18.7

5.1

17.6

3.5

15.9

13.1

4.2

8.9

0 5 10 15 20

読みやすい

内容に興味がある

必要な事柄が掲載されている

読みにくい

内容に興味がない

必要な事柄が掲載されていない

読む時間がない

どこで入手できるのかが分からない

その他（具体的に）

不明

〇必要な事柄が掲載されているが最も多いが、一方でネガティブ意見も相当数存在する。 
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問２５ あなたは、どのようなボランティア活動をしてきましたか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

11.2 

6.0 

8.5 

8.6 

2.4 

5.5 

7.8 

5.1 

44.4 

5.0 

2.5 

2.1 

35.8 

4.4 

0 10 20 30 40 50

高齢者の支援

障がい者（児）の支援

子育ての支援や子どもの世話

自然や環境に関する活動

国際交流に関する活動

青少年の育成に関する活動

スポーツ・文化に関する活動

まちづくりに関する活動

自治会活動

災害支援に関する活動

社協のボランティア地域活動センターの活動

その他（具体的に）

活動をしたことがない

不明

〇活動をしたことがない、が多いものの、自治会活動には積極的に関わっていることがうか

がえる。 

問２６ ボランティア活動に参加したことがない理由は何ですか。 

（最もあてはまるもの１つに〇） 

 

21.3

3.7

1.6

0.8

4.3

11.4

6.9

2.1

47.8

0 10 20 30 40 50 60

仕事や家事で忙しい

体が弱い、病気がちである

高齢者や病気の家族の世話、育児をしている

活動に関わる費用負担ができない

身近なところに活動の場がない

活動の内容や参加の方法がわからない

関心がない

その他（具体的に）

不明

〇仕事や家事で忙しいが最も多い。不明に「その他具体的意見」も内包されると推察する。 
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問２７ あなたは、ボランティアの情報をどのように得ていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

27.6

2.4

17.2

12.6

3.5

42.4

7.6

0 10 20 30 40 50

社協の広報誌

社協のホームページ

友人・知人からの誘い

マスメディア（ニュースやインターネット）

その他（具体的に）

情報を得ていない

不明

〇社協の広報誌から得る場合が多いが、情報そのものが得られていないと感じられるケース

も多い。 

問２８ あなたは、どのような条件があればボランティア活動に参加しますか。

（あてはまるものすべてに〇） 

 

52.1 

15.8 

20.5 

27.0 

28.1 

13.3 

6.8 

6.5 

0 10 20 30 40 50 60

自分に合う活動がみつかる

ボランティア活動をするためのサポート体制が整備

されている

活動内容・参加に関する情報が得られる

一緒に活動する仲間がいる

身近に活動の場がある

今後も参加する気はない

その他（具体的に）

不明

〇自分に合う活動がみつかる、活動の場がある等、が大半を占めるが、何かのきっかけも必

要であると感じている。 
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